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以下、学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校

の新しい生活様式」～（以下、「国衛生管理マニュアル」とする）(2020.12.3 

Ver.5) より抜粋 

新型コロナウイルス感染症とともに生きていく社会を作るためには、感染リスクはゼロ

にならないということを受け入れた上で、可能な限りリスクを低減させる努力をしながら

学校教育活動を継続することが重要です。 

感染は一旦収束しても再度感染者が増加する事態も十分想定されます。設置者及び学校

においては、この行動基準を参考としつつ、地域の感染レベルの状況に応じて柔軟に対応し

ながら、学校教育活動を継続しつつ「新しい生活様式」への円滑な移行と児童生徒等及び教

職員の行動変容の徹底を図っていくことが必要です。 

 

【令和 3年 2月の改訂にあたり】 

 令和 2 年 5 月に「奈良市立小中学校における新型コロナウイルス感染症対策指針」を作

成し、各校において対応のマニュアルとしてご活用いただいております。また、国衛生管理

マニュアルの大幅な変更をふまえ、令和 2年 8月に改訂を行いました。今回の改訂では、学

校休業の考え方を変更しています。この感染症の感染拡大の勢いは、弱まることはありませ

ん。本指針を参考とし、日頃から適切な感染症対策を実施するとともに、もし実際に、児童

生徒や学校関係者が感染もしくは濃厚接触者となった場合等には、冷静かつ迅速に対応で

きるよう心掛けてください。 

 

１．発熱など風邪症状のある児童生徒等の出席停止の徹底 

・家庭と連携し、登校前には必ず検温を行い、発熱や咳など風邪症状がある場合は登

校を控えるように指導し、必要に応じて医療機関に相談をするよう要請する。発熱

等の症状がなくなってから３日間の自宅待機後、翌日より登校可能とする。 

・児童生徒の健康状態の確認については、G Suite for Educationを活用し、健康確認

を行うと、集計や推移などの確認作業時間の短縮が図れる（G Suite for Education

の利用が難しい場合は、別紙１「健康観察カード」を利用するなど状況に応じた健

康状態の確認を行う。）。 

・家庭で検温や、風邪症状の確認ができなかった児童生徒については、学校で検温及

び健康観察等を行う。なお保健室は、怪我等の手当てに児童生徒が来室する場合が

あるため避けること。 

・医療的ケアが必要な児童生徒や基礎疾患等のある児童生徒においては、重症化しや

すい場合もあることから、主治医に相談の上、保護者に対しては児童生徒個別に登

校の判断を行うように指導すること。 
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・学校長は、教職員についても出勤前に検温し発熱や咳など風邪症状がある場合は、

出勤を控えさせること。また、各学校において休みを取り、積極的に受診しやすい

環境を整えること。 

２．同居家族に体調不良者がいる場合の児童生徒等の登校に関する考え方 

① 本人がＰＣＲ検査を受けている場合は、保健所もしくは医師（医療機関）が指示す

る期間を出席停止とする。 

② 「同居家族が濃厚接触者としてＰＣＲ検査を受けている場合」 

同居家族の検査結果が分かるまで登校を控えるよう指導する。なお、その際は、出

席停止とすることができる。 

③ 「同居家族が濃厚接触者ではないが、念のためＰＣＲ検査を受けている場合」 

同居家族の検査結果が分かるまで登校を控えるよう、保護者に協力を要請する。な

お、その際は、出席停止とすることができる。 

④ 「同居家族に発熱等の風邪症状による体調不良者がいる場合」 

その症状が重症である場合や、症状を呈している家族が感染拡大地域に勤務あるい

は通学している場合等は、保健所や医療機関の受診を依頼する。また、その安全性

が確認されるまでの間、本人の登校を控えるよう指導する。なお、その際は、出席

停止とすることができる。 

この場合の「安全性が確認される」とは、「症状が回復してから３日以上が経過し

ている」若しくは、「ＰＣＲ検査の結果が陰性である。」場合等とする。 

〈参考〉「国立感染症研究所感染症疫学センター」発出文書より抜粋 

・『濃厚接触者の定義』 

手で触れることの出来る距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防対策な

しで「患者（確定例）」と１５分以上の接触があった者 

・『感染可能期間の開始日』 

「患者（確定例）」が症状を呈した２日前 

⑤ 教職員については、原則として、上記①～④に準じて対応し、勤怠の取り扱いにつ

いては教職員課に確認すること。 
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【フローチャート】 
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参考：「奈良市立小中学校における「同居家族に体調不良者がいる場合の児童生徒等の

登校に関する考え方」について」（令和 2年 7月 28 日付奈教保第 134 号） 

同居家族に発熱等の風邪症状による体調不良者がいる場合 
（本人の体調が良い場合） 
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３．登校後に発熱など風邪症状のある児童生徒への対応 

・保護者に連絡して、症状がなくなるまで自宅で休養するよう指導する。（必要に応じ

て医療機関に相談をするよう要請する。発熱等の症状がなくなってから３日間の自宅

待機後、翌日より登校可能とする。） 

・帰宅できるまでの間、学校ではマスクを着用させ、他者との接触を避けられるよう

各校の実情に応じた換気の良い別室で待機させること。保健室については、怪我等

の手当てに児童生徒が来室する場合があるため避けること。 

・なお、付き添う教職員は予防措置（マスク、ゴム手袋、消毒等）を講じた上で、一

定程度（２ｍ程度）距離をとる。また、対応する教職員については、肺疾患のある

者や妊娠中など投薬が制限される者を避ける。 

・差別やいじめの対象となる恐れを生じないよう細心の注意を図る。 

 

４．「新型コロナ・発熱患者受診相談窓口（旧帰国者・接触者相談センター）」に相談

する基準（令和 3年 1月現在） 

・令和 2年 10月 26日より奈良県の「新型コロナ・発熱患者受診相談窓口（旧帰国 

者・接触者相談センター）」への相談、診療、検査体制の大幅な変更があった。 

・発熱等の症状がある場合は、まず、身近な医療機関に、身近な医療機関がない場合

は、「新型コロナ・発熱患者受診相談窓口（旧帰国者・接触者相談センター）」に電

話相談し、指示に従う。 

・発熱等の症状がない場合でも、感染の不安のある方は、「新型コロナ・発熱患者受

診相談窓口」に電話相談を行う。 

 

５．出席停止の取り扱い 

・児童生徒が、感染もしくは発熱や咳など風邪症状がある場合は、登校を認めないこと

とし、出席停止の取り扱いとする（なお、児童生徒等が濃厚接触者に特定された場合

には、感染者と最後に濃厚接触をした日から起算して二週間の「出席停止」の措置を

とる）。 

・感染した児童生徒の出席停止の期間は、治癒するまでとする。 

 

６．臨時休業の基準【大幅な改訂】 

・国衛生管理マニュアル(Ver.4 まで)ならびに本指針(8 月改訂)において、感染者が判

明した時点で直ちに臨時休業を行う対応について示してきた。しかし、国衛生管理マ

ニュアル(Ver.5)では、児童生徒の健やかな学びを保障し続けるために、臨時休業を直
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ちに行うのではなく、設置者が、保健所と相談の上、臨時休業の要否を判断すること

と見直された。 

本市においても、これまでの市内学校における対応事例及び国衛生管理マニュアル

(Ver.5)に従い、児童生徒や教職員等の感染が確認された場合の学校保健安全法第 20

条に基づく学校の全部又は一部の臨時休業の要否等について、以下のとおり変更する。 

 

① 学校は、児童生徒、教職員又は、その同居の家族が感染者又は濃厚接触者となる可

能性が出た場合(例えば、児童生徒自身やその同居の家族が PCR 検査を受けた場合)

には、速やかに、「新型コロナウイルス感染症感染状況に関する学校確認シート」（８

頁）により報告（校務系パソコンの提出用 K フォルダ保健給食課にデータで格納）

するとともに、保健給食課に電話で連絡する(休日夜間については別途示す)。 

この情報を踏まえ、学校及び市教育委員会事務局（以下、「市教委」とする。）は、保

健所に臨時休業の実施の必要性について相談するとともに、保健所による濃厚接触

者の範囲の特定等に協力する。 

※バンビーホーム内での感染及び支援員が感染した場合は、地域教育課から当該校

及び市教委関係各課に連絡する。 

② 学校は、感染した児童生徒等について、学校保健安全法第 19 条に基づく出席停止

の措置をとること。学校施設の消毒等の対応を行うとともに、当該児童生徒の保護者

等との連絡を密にし、状況の把握に努め、保健給食課に連絡を行う。 

③ 加えて、保健所の調査により、他の児童生徒等や教職員が濃厚接触者と判定された

場合には、学校長は、これらの者についても同様の措置を取ること。 

④ これにとどまらず、学校の全部又は一部の臨時休業を行う必要があるかどうかにつ

いては、保健所の調査等を踏まえて判断を行う。学校内で感染が広がっている可能性

が高い場合などには、その感染が広がっているおそれの範囲に応じて、学級単位、学

年単位又は学校全体を臨時休業とすることが考えられる。これ以外の場合には、学校

教育活動を継続する。 

⑤ 学校を臨時休業しなければならない場合、合わせて学校開放を中止とする。 

⑥ 学校は、遅滞なく、保護者に臨時休業の旨連絡を行う。 

⑦ 臨時休業の期間は、消毒や濃厚接触者の特定に必要な期間「１～３日間程度」とし、

感染者における活動の態様、接触者の多寡、地域における感染拡大の状況、感染経路

の明否等確認しつつ、これらの点を総合的に考慮し、学校、市教委、保健所等関係機

関で協議した上で、学校再開の判断をする。 

⑧ 学校施設の消毒作業は、保健所の指導に従って、当該校が行う（２１頁）。 

（必要に応じて、市教委がサポートする。） 
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【以下の場合は、学校及びバンビーホームは通常運営とする】 

・児童生徒及び教職員等（当該小学校に所在するバンビーホーム支援員を含む）が濃厚

接触者の場合 

・児童生徒及び教職員等（当該小学校に所在するバンビーホーム支援員を含む）の同居

の家族が濃厚接触者の場合 

・児童生徒及び教職員等（当該小学校に所在するバンビーホーム支援員を含む）が発熱・

咳など風邪症状がある場合 

 

参考：「新型コロナウイルスの感染者が発生した場合の対応について」 
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参考「児童生徒・教職員等が新型コロナウイルスに感染した場合の臨時休業フロー」 
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参考「新型コロナウイルス感染症感染情報に関する学校確認シート」  

学校

が

2．学校関係者(児童・生徒・教職員等)

氏名 学年 クラス

よみかな

3．判明または指定までの経緯

4．ＰＣＲ検査について（学校関係者・家族）

場所(選択) 日時

日時 検査結果

が

5．家族構成
非同居の

場合は✔

6．【学校関係者】濃厚接触者指定期間 ～

7．現在の症状（学校関係者）（選択式）

8．出席の状況

9．バンビーホーム/児童館登録状況（小学生の場合）（選択式）

１0．部活動の状況（中高生の場合）（選択式）

11．連絡者

氏名 続柄 連絡先

連絡があった日 時刻2021/1/ ※緊急に連絡のつく携帯電話等

活動状況(日)

氏名(わかれば)
続柄(該当者視点)

選択式·入力式両方

症状・状態

（選択式）

利用状況(日)

症状ありの場合の説明

（熱、咳、鼻水等）

発症2日前からの行動履歴等

保健給食課　御中

2021/1/

１．問い合わせ内容（選択式）

（概要）（自由記述欄）

検査結果判明予定

教職員等の場合の職種

職・氏名

提出日

報告者

新型コロナウイルス感染症感染情報に関する学校確認シート

最終更新日時

検査予定

↓（以下詳細をわかる範囲でできるだけ記入・選択してください）↓

↓午前or午後か選択↓日付を入力

　

１－１．対応状況（選択式）※１から変化があれば

PCR検査結果
備考

(他学校園在籍者は校園名・学年記入)
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７．基本的な感染症対策【大幅な改訂】 

これらの取組は、児童生徒及び教職員、また学校に出入りする関係者の間でも徹底す

る。なお、冬季においては、空気が乾燥し、飛沫が飛びやすくなることや、季節性イン

フルエンザが流行する時期でもあることから、感染症対策を一層心がける必要がある。 

 

【飛沫感染を防ぐために】 

（１）マスクの着用について 

学校教育活動において、児童生徒及び教職員は、身体的距離が十分とれない時は

マスクを着用すること。 

 

〇マスク着用時の留意事項 

① マスクを外す場合には、できるだけ人との十分な距離を保つ、近距離での会話

を控えること。 

② マスクの取り外しについては、活動の態様や児童生徒等の様子なども踏まえ、

現場で臨機応変に対応すること。 

③ 児童生徒等本人が暑さで息苦しいと感じた時などには、マスクを外したり、一

時的に片耳だけかけて呼吸したりするなど、自身の判断でも適切に対応できる

ように指導すること。 

 

（参考）マスクの取扱いについて 

マスクを外す際には、ゴムやひもをつまんで外し、手指にウイルス等が付着しな

いよう、なるべくマスクの表面には触れず、内側を折りたたんで清潔なビニールや

布等に置くなどして清潔に保つこと。 

マスクを廃棄する際も、マスクの表面には触れずにビニール袋等に入れて、袋の

口を縛って密閉してから廃棄すること。 

 

（参考）フェイスシールド・マウスシールドの活用について（追加） 

フェイスシールドやマウスシールドは、マスクに比べ効果が弱いことに留意する必

要があるとされる。フェイスシールドはしていたがマスクをしていなかった状況での

感染が疑われる事例があったことなども踏まえ、感染症対策として、マスクなしでフ

ェイスシールドやマウスシールドのみで学校内で過ごす場合には、身体的距離をとる

ようにする。 

例えば、教育活動の中で、顔の表情を見せたり、発音のための口の動きを見せたり

することが必要な場合には、フェイスシールドやマウスシールドを活用することも一

つの方策と考えられるが、この場合には身体的距離をとりながら行う。 
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（２）感染リスクの高い活動の回避（追加） 

 以下に示す「感染症対策を講じてもなお、感染リスクの高い学習活動」については、

感染状況に応じて、その実施について慎重に検討すること。 

 

 

 

※上の活動以外であっても、児童生徒等同士が近距離で大きな発声を伴う活動や身体的接

触、マスクを外して行う運動等、感染リスクの高い活動については、感染状況等に応じて、

適宜見直しを行うものとする。 

 

（３）登下校時の感染症対策と熱中症対策等 

（奈良市教育委員会事務局通知「登下校時対策と熱中症対策等について」より一部引用

（令和２年６月３日）） 

夏期における熱中症防止の観点から、登下校時においては、必要に応じてマスクを

外すなどの熱中症対策を講じること。 

 

① マスクの着用について 

・マスクを外している時は、一列になって、前後の距離をできるだけ２メートル

程度開けること 

・マスクを外している時は、不要な会話はしないこと 

・やむを得ず密となる集合場所等においては、適宜マスクを着用すること 

・自転車通学の場合も、同様の取り扱いとする 

・バス通学の場合は、バス停及びバス車内においてもマスクは着用すること 
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② その他 

・交通安全と交通ルールの遵守に努めること 

・児童生徒の体力的な負担軽減のため、家庭で使用しない教材等については学校

に置いて帰らせるなど、児童生徒の携行品に配慮すること 

 

③ 登下校時におけるその他の注意事項 

登下校時には、教員の目が届きづらいことに加えて、特に交通機関やスクールバ

スへの乗車中は、状況によっては「３つの密」が生じうることを踏まえ、学校の実

情に応じて、以下のような工夫や指導を行うこと。 

・校門や玄関口等での密集が起こらないよう登下校時間帯を分散させる。 

・集団登下校を行う場合には密接とならないよう指導する。 

・小学生など、自分でマスクを外してよいかどうか判断が難しい年齢の子供へは、

気温・湿度や暑さ指数（WBGT）が高い日に屋外でマスクを外すよう、積極的に声

をかけるなどの指導を行う。その際、人と十分な距離を確保し、会話を控えるこ

とについても指導すること。 

・公共交通機関をやむを得ず利用する場合には、マスクを着用する、降車後（又は

学校到着後）は速やかに手を洗う、顔をできるだけ触らない、触った場合は顔を

洗うなどして、接触感染対策などの基本的対策を行うほか、できるだけ乗客が少

ない時間帯に利用できるようにするなどの配慮を検討すること。 

・スクールバスを利用している場合の対策 

(1)利用者の状況に配慮しつつ、定期的に窓を開け換気を行うこと 

(2)乗車前に、家庭において検温し、発熱が認められる者は乗車を見合わせる 

こと 

(3)可能な範囲で運行方法の工夫等により、過密乗車を避けること 

(4)利用者の座席を離し、それが難しい場合は、会話を控えることやマスクの着

用について徹底すること 

(5)利用者に手洗いや咳エチケット等を徹底すること 

(6)多くの利用者が触れるドアノブ等を消毒すること 

 

（４）咳エチケットの励行 

感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃみをする際は、マスクやティッ

シュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえること。 
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【接触感染を防ぐために】 

（１）手洗いを徹底する。 

手洗いは３０秒程度かけて、水と石けんで丁寧に洗う。また、手を拭くタオルやハ

ンカチ等は個人持ちとして、共用はしないように指導する。 

石けんでの手洗い６つのタイミング 

①外から教室に入る時（登校した直後など） 

②咳やくしゃみ、鼻をかんだ時 

③給食の前後 

④清掃作業の後 

⑤トイレの後 

⑥共有のものを触った時 

 

（２）手指消毒用アルコールを活用する（基本的には流水と石けんでの手洗いを指導す

る）。 

 

（３）接触感染の仕組みについて児童生徒等に理解させ、手指で目、鼻、口をできるだ

け触らないよう指導する。 

 

（４）石けんやアルコールを含んだ手指消毒薬に過敏に反応したり、手荒れの心配があ

ったりするような場合は、流水でしっかり洗うなどして配慮をする。 
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参考：正しい手の洗い方 
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８．教室内の換気・配席の工夫等 

・教室などは、可能な限り常時２方向の窓を同時に開け換気を行う。（窓は全開では

なく、対角線の２方向を１０～２０ｃｍ程度開けるだけでも、十分換気の効果があ

る。） 

・常時換気が難しい場合は、こまめに（３０分に１回以上、少なくとも休み時間ご

と）数分間程度、窓を全開にすること。 

・授業中も２方向の窓を開けておくことが望ましいが、室温低下や上昇による健康被

害が生じないよう注意し、必要に応じ、児童生徒の服装についても指導すること。 

・エアコン使用時においても、換気は必要である。 

・職員室や体育館など、室内において密が発生する場所については、教室と同様に換

気を徹底する。 

・換気をすることに加え、教室内湿度を適度（４０％以上を目安）に保つこと。 

・適切な換気方法について、必要に応じ学校薬剤師に相談すること。 

・教職員はマスクを着用することとし、児童生徒までの距離を可能な限り一定程度

（１～２ｍ程度が望ましい）離す。 
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参考：新しい生活様式の実践例 
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９．体育の授業について（新規） 

学校の体育の授業におけるマスクの着用は必要ないこととされている（国衛生管理

マニュアル）が、体育の授業における感染リスクを避けるために、以下の点に留意

し、感染状況にあった適切な対応を取ること。 

（１）可能な限り屋外で実施すること。体育館等屋内で実施する必要がある場合は、 

特に呼気が激しくなるような運動を避けることを徹底すること。 

 

（２）児童生徒が運動を行っていない際は、可能な限りマスクを着用すること。 

また、呼気が激しくならない軽度な運動の際には、マスクを着用することが考えら

れる。 

 

（３）集団で行う活動は可能な限り避け、特定の少人数（２～３人程度）での活動を

行う際は、十分な距離を空けて行うこと。 

 

（４）マスクを外す際は、他の児童生徒との距離を２ｍ以上確保し、不必要な会話や

発声を行わないよう指導すること。 

参考：「学校の体育の授業におけるマスク着用の必要性について」（令和２年５月２１

日付スポーツ庁事務連絡） 

１０．学校給食の対応 

学校給食を実施するにあたっては、「学校給食衛生管理基準」に基づいた調理作業や

配膳等を行うよう、改めて徹底すること。 

（１）給食前後の手洗い 

・児童生徒等全員の食事の前後の手洗いを徹底する（13ページ掲載の手洗いの方法

を参照）。特に給食当番の児童生徒に対しては、手洗い後は清潔なハンカチで拭

き、手指で目、鼻、口やマスクをさわらず、手指を清潔に保つよう指導するこ

と。 

・水道前が密集状態にならないよう、手洗い後速やかに教室に戻るよう指導するこ

と。 

・石けんやアルコールを含んだ手指消毒薬に過敏に反応したり、手荒れの心配があ

ったりする場合は、流水でしっかり洗うなどして配慮すること。 

 

（２）給食準備 

・給食準備及び配膳を行う給食当番の児童生徒は、別紙１「健康観察カード」及び

「学校給食日常衛生点検票（給食当番衛生管理チェックリスト）」を用いて、下

痢・発熱・腹痛・嘔吐等の症状の有無、衛生的な服装をしているか、手指は確実
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に洗浄したか等、給食当番活動が可能であるかを毎日点検し、適切でないと認め

られる場合は、給食当番を代えるなどの対応をとること。教職員が配膳を行う場

合も上記の点検を行うこと。 

・献立の品数やご飯の配膳等、配膳数が増えることに伴い、給食当番を行う人数が

増えると考えられるが、感染のリスクを軽減するため、給食当番に当たる児童生

徒は、全員上記の点検を徹底すること。 

・直接食品に触れることのないよう、配膳を行うこと。食具（スプーン・はし等）

は、直接机の上に置かず、トレイやナフキンの上に置くこと。接触感染のリスク

を軽減するため、順次、児童人数分のトレイを導入します。トレイの使用に当た

っては、食具同様の保管を行い、衛生管理に努めること。 

・児童生徒間の身体的な距離を確保するために、教室内での配膳場所の確保が困難

である場合は、廊下を利用して配膳したり、特別教室の活用を行うなど、実情に

応じて、安全を確保した上で対応すること。 

 

（３）給食時間中の過ごし方 

・正しい手洗いや咳エチケットなどの基本的な感染症対策を徹底すること。 

・「３密」（密集、密接、密閉）状態にならないよう、児童生徒間の身体的距離を

確保する等の対策を行うこと。 

・会食にあたっては、飛沫を飛ばさないよう、机を向い合わせにせず、大声での会

話を控えるよう指導すること。 

・室温に注意しながら、可能な限り２方向の窓を開け換気を行うこと。 

・食事後の歓談時には必ずマスクを着用すること。 

 

（４）下膳 

・給食喫食後は、手洗いや片付け等により水道前や給食室前が密集状態とならない

ように、クラスごとに時間差を付ける、又は離れて並ぶ目印を廊下に付けるなど

工夫を行うこと。 

・下膳作業の後も手洗い指導を徹底すること。 

・使用後の食具や残食については、本人が処理をするよう指導し、他の児童生徒が

直接触れないよう配慮すること。 

 

（５）お弁当の管理 

・家庭から持参されたお弁当については、クーラーを利用するなどし、高温・多

湿、直射日光を避けて教室で保管すること。 
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１１．通常時の清掃 （児童生徒による清掃作業） 

消毒は、感染源であるウイルスを死滅させ、減少させる効果はありますが、学校生

活の中で消毒によりウイルスをすべて死滅させることは困難です。このため、一時的

な消毒の効果を期待するよりも、清掃により清潔な空間を保ち、健康的な生活により

児童生徒等の免疫力を高め、手洗いを徹底することの方が重要です。 

児童生徒による通常時の清掃を丁寧に行うことにより、毎日の消毒作業を行う必要

はありません。 

また、スクール・サポート・スタッフや、地域の協力を得て実施することも考えら

れます。 

 

・床は通常の清掃とする。 

・机・椅子は家庭用洗剤（※）等を用いて拭き掃除する（消毒（※）は必要に応じて

行う）。 

・児童生徒が行う清掃においては、安全性の高い家庭用洗剤（※）を使用させて差し支

えない。ただし、小学校低学年による使用は避けること。 

・トイレ清掃について、児童生徒に清掃させることとしても差し支えない。 

トイレ清掃を児童生徒にさせる際は、教職員が立ち会い、清掃中に、特に便器付近

で水のしぶきが飛び散ることのないように指導すること。また、小学校低学年によ

る清掃は避けること。 

 

（※）清掃に使用する家庭用洗剤は、対象となる界面活性剤を一定濃度以上含むもので、具

体的な商品名については、国衛生管理マニュアル(2020.12.3 Ver.5)の資料９を参照。 

（※）アルコールや次亜塩素酸ナトリウム消毒液等を使用した消毒作業は、必ず教職員等

が行うこと。 

 

１２．消毒液を使った清掃の実施 （教職員等による消毒作業） 

・教室やトイレなど特に多くの児童生徒が手を触れる場所（ドアノブ、手すり、スイ

ッチなど）は、１日に１回（一斉清掃タイム、児童生徒の下校後等）、ペーパータオ

ル等に十分に消毒液（消毒用アルコールや0.05％次亜塩素酸ナトリウム水溶液等）

を含ませて清掃を行う。（家庭用洗剤等を用いた拭き掃除で代替可能） 

・物の表面の消毒には、消毒用エタノール、家庭用洗剤（新型コロナウイルスに対す

る有効性が認められた界面活性剤を含むもの）、0.05％の次亜塩素酸ナトリウム消

毒液、一定の条件を満たした次亜塩素酸水を使用すること。それぞれ、経済産業省

や厚生労働省等が公表している資料等や製品の取扱説明書等をもとに、新型コロナ

ウイルスに対する有効性や使用方法を確認して使用すること。また、必要に応じ
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て、学校薬剤師等と連携すること。 

・人がいる環境に、消毒や除菌効果を謳う商品を空間噴霧して使用することは、眼、

皮膚への付着や吸入による健康影響のおそれがあることから推奨されていません。

（「新型コロナウイルスの消毒・除菌方法について」（厚生労働省・経済産業省・

消費者庁特設ページ）より引用） 

・消毒作業中に目、鼻、口、傷口などを触らないようにすること。 

・換気を十分に行うこと。 

 

１３．感染者が発生した場合の施設の消毒 

感染者が発生した場合、奈良市保健所（保健予防課）の指示に従い、教職員が施設

内の消毒作業を行う。対応する教職員については、マスク、ゴム手袋等の予防措置を

講じた上で、肺疾患のある者や妊娠中など投薬が制限される者は避けること。 

消毒作業に必要な物品がある場合については、市教委（教育総務課）に相談するこ

と。 

 

・当該感染者が活動した範囲を特定して汚染が想定される物品（当該感染者が高頻度

で触った物品）を消毒用エタノール又は0.05%の次亜塩素酸ナトリウム消毒液を使用

して消毒を行います。（なお、トイレについては、消毒用エタノール又は0.1%の次亜

塩素酸ナトリウム消毒液を使用して消毒します。） 

・また、症状のない濃厚接触者が触った物品に対する消毒は不要とされています。 

・物の表面についたウイルスの生存時間は、付着した物の種類によって異なります

が、24時間～72時間くらいと言われています。ウイルスの生存時間を考慮して、特

別な消毒が必要ないと判断をされる場合がありますので、保健所の指示に従ってく

ださい。 
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参考：消毒の方法及び主な留意事項について 
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次亜塩素酸ナトリウムの希釈液を使用する時の注意事項  

・手指や皮膚の消毒には使用しないこと。  

・希釈液を作る際には、皮膚に付かないよう、眼に入らないよう注意し、手袋等の保護

具を使用すること。 

・ペットボトルは計量容器としてのみ使用し、別の容器（バケツ等）で薄め、他の液体

と区別できるようにラベリングすること。  

・酸性の薬剤と一緒に使用すると、強毒のガスが発生するため、混ぜないようにするこ

と。 

・希釈したものは時間がたつにつれ効果が薄れるため、その都度、使い切るようにする

こと。 

・保管する際は、誤飲等の危険性がないよう児童生徒の手の届かない場所に保管するこ

と。 

・消毒時は十分に換気を行うこと。  

・スプレーボトルでの直接噴霧しての消毒作業は、ウイルス飛散のおそれがあるので行

わないこと。 

・金属は、さびたり、変色したり、衣類類は色落ちしたりすることがあるため、消毒作

業後に水拭きを行うこと。 
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参考：次亜塩素酸ナトリウム液の作り方 
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１４．免疫力を高める指導 

・児童生徒には免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食

事を心掛けるよう指導すること。 

   

１５．定期健康診断等の実施 

・定期健康診断、各種検診及び就学時健康診断等は実施する。 

・定期健康診断については、令和２年４月２８日付け保健給食課からの通知「定期健

康診断の実施について（通知）」を参考に実施する。 

・就学時健康診断については、令和２年８月２４日付け保健給食課からの通知「就学

時健康診断における感染症対策について（依頼）」を参考に実施する。 
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参考 

保護者の皆様へ 

新型コロナウイルス感染症対策 

～「新しい生活様式」を踏まえた家庭での取組～ 

新型コロナウイルス感染症から子供たちを守り、お子様が安心・安全な学校生活を送

ることが出来るよう、ご家庭においても「新しい生活様式」を踏まえた取組にご協力

をお願いします。 

１ 毎日の健康観察 

・毎日、登校前にお子様の健康観察（発熱や風邪症状の有無の確認）を必ず行う。 

・発熱等の症状がある場合は、自宅で休養させる。 

・感染がまん延している地域は、学校からの依頼に基づき、同居のご家族に発熱等の

風邪症状がみられる場合には、登校を控える。 

２ 手洗いの励行 

・家に帰ったらまず手や顔を洗う。 

・手洗いは３０秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う。（手指消毒薬の使用も可）

 

３ 咳エチケットの徹底 

・咳、くしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖、肘の内側などを使っ

て、口や鼻をおさえる。 
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４ ３密の回避（密閉、密集、密接） 

人と集まる時や外出する際は、次のことに気を付けてください。 

 

〇「密閉」の回避 

・こまめな換気 

気候上可能な限り常時行い、困難な場合はこまめに（３０分に１回以上、数分程度、

窓を全開する）、２方向の窓を同時に開けて行う。 

〇 「密集」の回避 

・身体的距離の確保 

飛沫感染を防ぐため、できるだけ人と人との距離を確保すること。 

〇「密接」の回避 

・マスクの着用 

外出する時は、できるだけマスクを着用する。ただし、気温や湿度が高く、気分が悪

い場合や、熱中症になりそうな場合には、マスクを外す。 

室内でも家族以外の人と交流する際はマスクを着用する。 

 

５ 抵抗力を高める 

免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がける。 

★ 学校生活の中でいかに感染防止を徹底しても、仲の良い友人同士の家庭間の行き来

や家族ぐるみの交流を通じて感染が拡大してしまうと、学校全体の教育活動が出来な

くなってしまうことがあります。特に会食の際には、対面を避けるなど、「新しい生

活様式」を参考にして工夫していただき、感染が広がらないようにご配慮をお願いし

ます。 

作成：文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 

 

 


